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新学習指導要領では、情報活用能力を言語能力や問題発見・解決能力等と同様に学習の基盤となる

資質・能力と位置付け、教科等横断的な視点に基づいて育成することとしている。さらに、育成した

情報活用能力を発揮させることで、各教科等における主体的・対話的で深い学びへとつながっていく

ことが期待されるとしている。 

しかし、川崎市立学校の教師を対象として行った情報活用能力に関するアンケートでは、「情報活

用能力という言葉は知っているが、具体的な指導のイメージができない」と回答した割合が72.5％で

あるなど、コンピュータ等の情報手段を適切に用いた具体的な指導に苦慮している現状がある。 

そこで、本研究では、児童生徒の情報活用能力の育成と ICT の適切かつ効果的な活用を具体的に推

進していくために、研究主題を「児童生徒の情報活用能力を発揮させる授業づくり」とし、ICT 活用

を通して児童生徒が自らの考えを表現し伝え合う学習場面で発揮される情報活用能力を検証した。 

検証授業では、各教科等の協働的な学習場面において、ICT の活用方法として操作が容易で直感的

な操作が可能なタブレット PC を活用したことで、児童生徒が自らの考えを具体的かつ詳細に表現し

伝え合う学習活動を行うことができた。その結果、児童生徒がそれぞれに問題を発見・解決したり自

分の考えを形成したりしている様子が見られただけでなく、各教科等の授業において、本時目標にも

より迫ることができた。そして、川崎市版「情報活用能力チェックリスト」の分析により、本研究の

手立てが情報活用能力を構成する資質・能力の向上に効果的であったことも示された。これらのこと

から、ICT 活用を通して情報活用能力を発揮させる授業づくりを行っていくことが、将来にわたって

活躍していく児童生徒の情報活用能力を育成していくことにつながっていくことが見えてきた。 

児童生徒の情報活用能力を発揮させる授業づくり 

―考えを表現し伝え合う学習場面における ICT活用を通して― 
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Ⅰ 主題設定の理由 

１ はじめに 

グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により、将来を予測することが困難な時代を迎えてい

る。政府は、これまでの情報社会（Society4.0）では知識や情報が共有されずに分野横断的な連携が

不十分であったという問題から、人工知能（AI）や IoT1（Internet of Things）などの技術によって

全ての人とモノをつなげ、様々な知識や情報を共有し、必要な時に必要な情報が提供される「超スマ

ート社会」（Society5.0）の実現を第５期科学技術基本計画2において掲げている。 

文部科学省では、新時代に求められる教育の在り方や、教育現場で ICT3環境を基盤とした先端技術

や教育ビッグデータを活用する意義と課題について整理するとともに、今後の取組方策を最終まとめ

として令和元年 6月に「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策」4として取りまとめている。 

このように、未来社会での活躍が期待される子どもたちには、将来を見据えてこれまで以上の ICT

活用が求められているとともに、学校現場においては ICT 環境の整備だけでなく、ICT 活用を支える

児童生徒の情報活用能力育成の充実が求められている。 

 

２ 新学習指導要領における情報活用能力 

 平成 28 年 12 月に示された中央教育審議会の

答申では、情報活用能力を「教科等を越えた全

ての学習の基盤として育まれ活用される力」5と

し、それまで「情報化の進展に対応した初等中

等教育における情報教育の推進等に関する調査

研究協力者会議」第１次報告6において３観点８

要素として整理されてきた情報活用能力を、資

質・能力の三つの柱に沿って再整理（表 1）す

るとともに、教育課程を通じて体系的に育んで

いくことを学習指導要領に求めた。 

 平成 29 年３月に告示された小・中学校の学習指導要領（以下、新学習指導要領）では、情報活用能

力は言語能力や問題発見・解決能力等と同様に、学習の基盤となる資質・能力と位置付けられ、「教科

等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする」7と示された。 

 また、新学習指導要領解説総則編では、情報活用能力は「世の中の様々な事象を情報とその結び付

きとして捉え，情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考え

を形成したりしていくために必要な資質・能力」であり、より具体的に捉えれば、「学習活動において

必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を整理・比較したり，得

                             
1 様々な「モノ」がインターネットに接続され、相互に情報交換し制御できる技術のこと。 
2 「第５期科学技術基本計画」 平成 28 年１月 22 日 閣議決定 
3 ICT＝Information and Communication Technology の略 情報コミュニケーション技術のこと。 

4 文部科学省 『新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）』令和元年６月25日 

5 中央教育審議会『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等に 

ついて（答申）』 平成 28 年 12 月 p.30 
6 文部科学省 「体系的な情報教育の実施に向けて（情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等 

に関する調査研究者会議「第１次報告」）」 平成９年 10 月  
7 文部科学省『小学校学習指導要領』 平成 29 年３月 p.19 

表１ 情報活用能力を構成する資質・能力 

知識・技能 

 情報と情報技術を活用した問題の発見･解決等の方

法や，情報化の進展が社会の中で果たす役割や影響，

情報に関する法･制度やマナー，個人が果たす役割や責

任等について，情報の科学的な理解に裏打ちされた形

で理解し情報と情報技術を適切に活用するために必要

な技能を身に付けていること。 

思考力・ 

判断力・ 

表現力等 

 様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え，

複数の情報を結びつけて新たな意味を見出す力や，問

題の発見･解決等に向けて情報技術を適切かつ効果的

に活用する力を身に付けていること。 

学びに向か

う力・人間

性等 

 情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社

会に主体的に参画し，その発展に寄与しようとする態

度等を身に付けていること。 
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24.8%

72.5%

2.0% 0.7% 「情報活用能力」が、学習の基盤となる資質・能力であるという認識で、計画的に指導している。 (24.8%)

「情報活用能力という言葉は知っているが、具体的な指導のイメージができない。」

(72.5%)
「情報活用能力」という言葉を初めて知った。 (2.0%)

その他。 (0.7%)

1.9%

23.7%

71.2%

3.2% 情報活用能力を各教科の学習と効果的に関連付けて育成するためのカリキュラム・マネジメントが有効に働いて

いる。(1.9%)

情報活用能力を育成する学習活動が教科等の指導計画に位置付けられ、学校全体とし

て取り組んでいる。(23.7%)
情報活用能力を育成する学習活動はみられるが、一部の教員による取り組みである。(71.2%)

情報活用能力の育成を意図した学習活動はあまり見られない。(3.2%)

られた情報をわかりやすく発信・伝達したり，必要に応じて保存・共有したりといったことができる

力」であるとしている。そして、この情報活用能力を確実に育んでいくためには、「各教科等の特質

に応じて適切な学習場面で育成を図ることが重要であるとともに，そうして育まれた情報活用能力を

発揮させることにより，各教科等における主体的・対話的で深い学びへとつながっていくことが一層

期待されるもの」8と示している。 

 

３ 川崎市における情報活用能力育成と ICT 活用の実態 

（１）情報活用能力育成の実態 

川崎市立学校の情報活用能力育成の実態は、日本教育工学協会(JAET)の「学校情報化診断システム」

9の結果を見ると、「情報活用能力を育成する学習活動が各教科等の指導計画に位置付けられ、学校全

体として取り組んでいる」と回答した学校が 23.7％にとどまっており、必ずしも学校全体で計画的に

育成がなされているとは言い切れないことが伺えた（図１）。 

また、川崎市立学校の情報教育担当者を対象とした「情報活用能力に関するアンケート」10では、「情

報活用能力についての認識」に関する質問に対して、「情報活用能力という言葉は知っているが、具体

的な指導のイメージができない」との回答が 72.5％と最も多く、具体的な指導に苦慮していることが

分かった（図２）。 

（２）ICT 活用の実態 

川崎市立学校の ICT 環境は、平成 30 年現在、教育用コンピュータ11がコンピュータ室に 40 台、普

通教室に１台あり、タブレット PC は中学校に 20 台、小学校に 10 台が整備されている。教育用コンピ

ュータ１台当たりの児童生徒数は、全国の平均 5.6 人／台12をやや下回る 6.5 人／台13となっている。 

『川崎市立学校における教育の情報化推進計画』に関わるアンケート調査14によると、「ICT を活用

                             
8 文部科学省『小学校学習指導要領解説総則編』 平成 29 年７月 pp.50－51 
9 日本教育工学協会（JAET）小学校、中学校、高等学校を対象とした学校情報化認定の診断システム。「教科指導にお 

ける ICT 活用」「情報教育」「校務の情報化」の項目で調査。川崎市立学校の小・中・高等学校あわせて 156 校が回答。 

平成 31 年１月実施。 
10 川崎市総合教育センター情報・視聴覚センター「情報活用能力に関するアンケート」。川崎市立学校の小・中・高等 

学校あわせて 149 校が回答。平成 31 年 4月実施。 
11 普通教室等で使う児童生徒が使うコンピュータのこと。 
12 文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」 平成 30 年３月 
13 川崎市教育委員会『川崎市立学校における教育の情報化推進計画』 平成 29 年３月 p.17 
14 川崎市立学校の小・中・高の情報担当教員が回答。平成 28 年実施。 

図１「情報活用能力の育成・評価」に対する回答（JAET「学校情報化診断システム」より） 

図２「情報活用能力についての認識」に対する回答（情報・視聴覚センター「情報活用能力に関するアンケート」より） 

n=149 

n=156 
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86.7%
65.0%

62.9%
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教師が課題を提示する場面

学習の理解を深める場面

実験や観察、制作の手順を説明する場面

子どもに発表させる場面

子どもの活動や作品などを提示する場面

子ども同士が相互に教えあい学びあう場面

その他

67.5%
64.2%

55.8%

51.7%

49.6%

48.8%

40.0%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども同士が相互に教えあい学びあう場面

子どもに発表させる場面

学習の理解を深める場面

教師が課題を提示する場面

子どもの活動や作品などを提示する場面

実験や観察、制作の手順を説明する場面

知識の定着をはかる場面

その他

41.0 

56.8 

30.8

27.6

15.7

10.4

12.2

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校

小学校

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまらない

当てはまらない

図３「ＩＣＴを活用した授業場面でよく見られる場面」 

図５「授業でもっとコンピュータなどの ICT を活用したいか」 

した授業場面でよく見られる場面」として最も多い場面は、「教師が課題を提示する場面」（86.7％）

であり、「子ども同士が相互に教えあい学びあ

う場面」は、20.4％と低い傾向であることが

示されている（図３）。 

その一方で、教師が「ICT 機器を活用して

実践してみたい授業場面」は、「子ども同士が

相互に学びあい教えあう場面」（67.5％）が最

も高く（図４）、教師は、子ども同士が相互に

学びあい教えあう場面で ICT 機器を活用した

授業を行いたいと考えていることが伺える。 

これに対して児童生徒は、平成 31 年度（令

和元年度）全国学力・学習状況調査によると、

「授業でもっとコンピュータなどの ICT を活

用したいと思いますか。」の問いに対して、「当

てはまる」（児童 56.8％、生徒 41.0％）、もし

くは「どちらかといえば当てはまる」（児童

27.6％、生徒 30.8％）を選択している割合が

児童で 84.4％、生徒で 71.8％といずれも高く

（図５）、授業での ICT 活用に高い関心を持っ

ていることが示されている。 

 

４ 川崎市の情報活用能力育成に関する先行研究 

本市における情報活用能力育成に関する研究は、情報・視聴覚センターによる指導主事研究として、

平成 24・25 年度の「情報活用能力の育成に向けた調査研究」や、平成 26・27 年度のカリキュラムセ

ンターとの共同研究として行った「情報活用能力の在り方について」15がある。また、平成 29 年度に

は、長期研究員による「情報活用能力の育成における『チェックリスト』の活用に関する研究」16で

は、それまでに本市で活用していた「情報活用能力チェックリスト」を、情報活用能力の資質・能力

の三つの柱を踏まえて再整理した「情報活用能力チェックリスト 2017」（以下、チェックリスト）を

作成している。 

さらに、平成 30 年度には、「情報活用能力育成のためのモデルカリキュラムの作成に係る研究」と

して、教育情報化推進モデル校17での実践を通して、児童生徒の情報活用能力育成が各教科等の学習

活動の中でより効果的に育まれることを目的とした研究を行い、情報活用能力に係るモデルカリキュ

ラム作成の有効な手立てとして、次の３点を明らかにしている（表２）。 

                             
15 この研究では、教科書の内容をもとにした「情報活用能力育成のための学習内容一覧」等を作成した。 
16 禿信成「情報活用能力の育成における『チェックリスト』の活用に関する研究」 平成 29 年 
17 市内における教育の情報化の具現化のための検証を行うために指定。平成 30 年度は、市立学校の小学校２校、中学

校２校、高等学校１校、特別支援学校１校をモデル校とした。 

表２ 「情報活用能力育成に係るモデルカリキュラム作成のための有効な手立て」 

・研修等を通して情報活用能力育成への理解を、校内一部の教師だけではなく、全職員に行うこと。 

・チェックリストを活用し、学校の実態に応じた育成すべき情報活用能力をより具体的にすること。 

・教師が ICT を活用した授業を実践することで、児童生徒が ICT を活用する良さに気づくこと。 

図４「ＩＣＴ機器を活用して実践してみたい授業場面」 

無回答 0.1 

無回答 0.3 
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また、この研究では、「小・中・高等学校を通したモデルカリキュラム作成」と「モデルカリキュラ

ム作成における各教科等の指導の専門性」をこれからの課題として示し、児童生徒の発達段階に応じ

た体系的な育成や、各教科等の視点から情報活用能力育成を充実させていく必要性を述べている。 

 

５ 主題設定について 

本研究は、本市の児童生徒の情報活用能力育成や ICT 活用の実態、さらには先行研究を踏まえつつ、

これからの時代を生き抜くために欠かせない資質・能力である情報活用能力を身に付けた児童生徒の

育成を目的とする。 

今回の学習指導要領の改訂において、「コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段の活用

について，こうした情報活用能力の育成もそのねらいとするとともに，人々のあらゆる活動に今後一

層浸透していく情報技術を，児童が手段として学習や日常生活に活用できるようにするため，各教科

等においてこれらを適切に活用した学習活動の充実を図ることとしている」18とされているのは、情

報技術が急激に進展していく社会において、情報を主体的に捉え、情報を活用しながら他者と協働し

て新たな価値を創造していくためには、情報活用能力を発揮していくことが重要だからと考える。 

小柳（2019）は、文部科学省の「教員の ICT 活用指導力のチェックリスト」が、これまでは「子ど

も個々人の学びに目を向けてきたが、協働的学びなどをデザインできる指導力については触れてこな

かった」19と指摘しつつ、新たな「教員の ICT 活用指導力のチェックリスト」では、「グループで話

し合って考えをまとめたり、協働してレポート・資料・作品などを制作したりするなどの学習の際に、

コンピュータやソフトウェアなどを効果的に活用させる」や「児童生徒が互いの考えを交換し共有し

話合いなどができるように、コンピュータやソフトウェアなどを活用することを指導する」といった

内容が追加・改善されていることに着目している。 

このように、新学習指導要領において求められている情報活用能力の育成には、単に情報手段の基

本的な操作を確実に身に付けさせる学習活動を、カリキュラム・マネジメントによって各教科等の特

質に応じて計画的に実施すればよいということではなく、情報技術を学習活動や日常生活に活用する

といった視点での育成がより一層重要となっていると考える。 

また、高橋（2019）が「ICT 活用を支えるのは情報活用能力である」20と述べているように、教師は

ICT 活用を通して、児童生徒に問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要

な資質・能力である情報活用能力をどのように育成していくのか、さらには、ICT 活用を通して児童

生徒の情報活用能力を発揮させていくのかといった、ICT 活用を支える情報活用能力に着目しながら

学習活動を進めていく必要があると考える。 

そこで本研究は、各教科等の学習活動において情報技術を適切かつ効果的に活用させる場面を教師

が設定し、その学習場面で ICT 活用を通して発揮される情報活用能力について検証することで、未来

を生き抜くために欠かせない資質・能力である情報活用能力を、学習活動だけでなく日常生活におい

ても発揮できる児童生徒の育成を目指すこととした。また、各教科等の学習活動において児童生徒が

ICT を活用しながら問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていく姿を具体的に示すこと

で、より多くの教師が情報活用能力を育成する授業に取り組めるのではないかと考え、研究主題を次

                             
18 文部科学省『小学校学習指導要領解説総則編』 平成29年７月 p.84 

19 小柳和喜雄 「授業でのＩＣＴ活用において教員に求められる専門知識の研究 －TPACK を活かした学習活動と学習

評価の設計を中心に－」 奈良教育大学教職大学院研究紀要『学校教育実践研究』巻 11 pp.87-93 平成 31 年 3月 
20 高橋純『教育方法とカリキュラム・マネジメント』学文社 令和元年 p.96 
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児童生徒の情報活用能力を発揮させる授業づくり 
―考えを表現し伝え合う学習場面における ICT 活用を通して― 

のように設定した。 

 

研究主題 

 

 

Ⅱ 研究の内容 

１ 本研究での取組 

（１）情報活用能力が発揮される学習場面について 

情報活用能力は、「世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，情報及び情報技術を適

切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資

質・能力」21である。また、「発揮させることにより，各教科等における主体的・対話的で深い学び

へとつながっていくことが一層期待されるもの」22とされている。さらに、新学習指導要領では、主

体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善として、「各教科等の特質に応じた見方・考え方を

働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問

題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう過程を重視した学

習の充実を図ること」23としており、主体的・対話的で深い学びの実現という視点からも、情報活用

能力を発揮させる授業設計は欠かせないものとなっている。 

文部科学省は「学びのイノベーション事業」24において、

ICT を効果的に活用した学習場面25を表３のように分類し

示している。この内、【C 協働学習】は、「タブレット PC

や電子黒板等を活用し、教室内の授業や他地域・海外の学

校との交流学習において子供同士による意見交換、発表な

どお互いを高め合う学びを通じて、思考力、判断力、表現

力などを育成することが可能」26と示されている。 

本研究では、情報活用能力が「問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必

要な資質・能力」であることに着目をし、各教科等の学習活動において情報及び情報技術を適切かつ

効果的に活用しながら協働で学習する場面に、情報活用能力がより発揮されるのではないかと考えた。

特に、タブレット PC を用いて、自分の考えをグループや学級全体に分かりやすく提示して発表したり

話し合ったりする場面や、学級やグループ内で複数の意見や考えを共有しながら思考を深めていく場

面に、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていく情報活用能力を発揮させる場面があ

ると考え、「C１ 発表や話し合い」と「C２ 協働での意見整理」の学習場面での検証を行うこととし、

本研究ではこれらの協働学習の場面を「考えを表現し伝え合う」学習場面とすることとした。 

 

（２）各教科等の学習活動と情報活用能力との関わりについて 

                             
21 文部科学省『小学校学習指導要領解説総則編』 平成 29 年７月 p.50 
22 同上 p.51 
23 文部科学省『小学校学習指導要領』 平成 29 年３月 p.22 
24 平成 23 年度から 25 年度までの３年間にわたって総務省の「フューチャースクール推進事業」と連携の下に実施。 
25 この学習場面については、文部科学省『教育の情報化に関する手引き』（令和元年 12 月）においても例示された。 
26 文部科学省『ICT を効果的に活用した子供たちの主体的な学びの実現へ～学びのイノベーション事業実証研究報告書

のポイント～』 平成 26 年 p.5 

表３ ICT を効果的に活用した学習場面の分類 
【A 一斉学習】  A１ 教師による教材の提示 

【B 個別学習】  B１ 個に応じる学習 

 B２ 調査活動 

 B３ 思考を深める学習 

 B４ 表現・制作 

 B５ 家庭学習 

【C 協働学習】  C１ 発表や話し合い 

 C２ 協働での意見整理 

 C３ 協働制作 

 C４ 学校の壁を越えた学習 
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各教科等の学習活動と情報活用能力との関わりについて、中村・尾崎（2011）が示した『思考・判

断・表現』学習活動の基本構造27を参考にしながら、各教科等の思考活動に情報活用能力がどのよう

に関わっているかを捉え、本研究が考える情報活用能力の働きとして図６に示すこととした。 

中村・尾崎は、「学習課題」を入力課題、「学習課題を解決した成果物や回答」を出力結果とした上

で、指導者が考える時間や表現方法・使用するワークシートなどといった制約条件や、発表の聞き手

の状況や社会的事象などの外部状況を、学習課題の解決に向けて考慮すべき「外部条件」として設定

することで、学習者が習得した知識及び技能や既習体験を「内部条件」として活用しながら、『思考・

判断・表現』を行うとした『思考・判断・表現』学習活動の基本構造を示した。 

本研究では『思考・判断・表現』学習活動の基本構造における「外部条件」に、情報及び情報技術

を当てはめて思考ツール28や ICT と

した上で、各教科等の学習活動を通

して行われる情報活用能力の働きを、

図６のように捉えることとした。 

情報活用能力は、より具体的に捉

えれば、「学習活動において必要に応

じてコンピュータ等の情報手段を適

切に用いて情報を得たり，情報を整

理・比較したり，得られた情報をわ

かりやすく発信・伝達したり，必要

に応じて保存・共有したりといった

ことができる力」29であることから、本研究ではコンピュータ等の情報手段を外部条件として適切に

用いて①「情報を得たり，情報を整理・比較したり」、②「発信・伝達したり，必要に応じて保存・

共有したり」しながら、③「問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていく」学習過程に

おいて情報活用能力が発揮されると捉え、図６中の①～③として示すこととした。 

 

（３）情報活用能力を発揮させる授業づくりの手立てについて 

先述したように川崎市における情報活用能力育成の課題は、学校全体で計画的に情報活用能力育成

に取り組んでいる割合が少ないことにある。そのため、「各教科等の学習においてコンピュータや情報

通信ネットワークなどの情報手段を活用していくに当たっては，少なくとも児童が学習活動に支障の

ない程度にこれら情報手段の操作を身に付け」30させる必要があるにも関わらず、必ずしも十分にそ

の技能を身に付けさせていない状況にあることも考えられる。 

そこで、本研究では、高度な情報手段の操作やプログラミング学習のようにそれ自体が専門性の高

い学習内容での情報活用能力育成を図るものではなく、各教科等の授業において、汎用性の高い情報

手段の操作や基本的なソフトウェアを利用して、どの学習場面においても情報活用能力を発揮させる

ことができるようにすることを目的とした授業づくりを行うこととし、その手立てを次の図７として

示すこととした。  

                             
27 中村祐治 尾崎誠『「学力の３要素」を意識すれば授業が変わる！』教育出版 平成 23 年 
28 文部科学省『小学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編』（平成 29 年７月）に、「考えるための技法」を指導す

る際の例として、比較や分類を図や表を使って視覚的に行う思考ツールの活用を挙げている。 pp.50-51 
29 文部科学省『小学校学習指導要領解説総則編』 平成 29 年７月 p.50 
30 文部科学省『小学校学習指導要領解説総則編』 平成 29 年７月 p.85 

図６ 本研究が考える情報活用能力の働き 



- 80 - 

 

•チェックリストで児童生徒
の資質・能力を把握する。

ア．児童生徒の

情報活用能力を 実態把握

•単元を見通した指導計画の
もとで、各教科等の知識及
び技能を習得させる。

イ．各教科等の

「知識及び技能」を習得

•ねらいを明確にしてICTを
活用し、情報活用能力を発
揮させる。

ウ．「考えを表現し伝え合う」

学習場面でICTを活用

•ICT活用の経験を、次の学
習への意欲とさせる。

エ．ICT活用の効果も含めた

振り返り

まず、「ア．児童生徒の情報活用能力

を実態把握」として、対象となる児童

生徒の情報活用能力の実態を教師が事

前に把握するために、チェックリスト

を活用する。チェックリストを使うこ

とで、児童生徒自身に情報活用能力を

構成する資質・能力を把握させること

ができるだけでなく、児童生徒の実態

に応じた指導を教師が計画することが

できるようになると考える。 

続いて、各教科等において単元全体

を見通した指導計画のもとで確実に「知識及び技能」を習得させた上で、それらを活用しながら情報

活用能力を発揮させるためには、「イ.各教科等の『知識及び技能』を習得」する学習活動を、ICT を

活用して情報活用能力を発揮させる学習場面の前に計画する必要があると考える。 

そして、「ウ．『考えを表現し伝え合う』学習場面で ICT を活用」として、授業の中でどのような目

的で ICT を活用させ、どのように児童生徒の情報活用能力を発揮させるのかを教師がねらいをもって

設定することとする。本研究では「考えを表現し伝え合う」学習場面に、問題を発見・解決したり自

分の考えを形成したりしていく情報活用能力の発揮があると考え、アとイの手立てを踏まえた上で、

各教科等の学習活動のねらいを達成させる中で、児童生徒の実態に応じた ICT 活用による協働学習の

学習場面を設定することで、ICT 活用を通した児童生徒の情報活用能力の発揮が可能となると考える。 

最後に、「エ．ICT 活用の効果も含めた振り返り」では、各教科等の学習活動の振り返りだけでなく、

ICT 活用の効果を児童生徒自身に実感させることで、内発的動機付けを持ち続けていくことができる

のではないかと考え、ICT 活用の効果についての振り返りが必要であると考える。 

以上の、これらア～エを「情報活用能力を発揮させる授業づくり」の手立てとすることとした。 

 

２ 検証授業 

（１）検証授業の計画 

本研究での取組を検証するにあたり、検証授業を次のように計画した（表４）｡検証授業の計画を立

てるにあたっては、事前に各学校でチェックリストを実施して児童生徒の実態把握を行った上で、そ

れぞれの発達段階と ICT 環境を考慮しながら、汎用性を示すために多様な単元での検証を計画した。 

また、使用する ICT をタブレット PC とすることで、タッチパネルによる操作や画面への書き込みと

表４ 検証授業の計画 

 単元名 使用する ICT 学習場面 ICT を活用した主な学習活動 

Ⅰ．小学校 

   ２年生 

・生活 

「えがおのひみつたんけんたい」 

タブレット PC 

グループに２台 

C２ 協働で

の意見整理 

グループに２台のタブレット PC を用いて

情報を比較する学習を行った。 

Ⅱ．小学校 

４年生 

・算数 

「角」 

タブレット PC 

 40 台 

C１ 発表や

話し合い 

１人１台のタブレット PC を用いて情報の

収集と整理・分析、発信の学習を行った 

Ⅲ．中学校 

１年生 

・数学 

「平面図形」 

タブレット PC 10

台 無線ＬＡＮ 

C２ 協働で

の意見整理 

４人に１台のタブレット PC を用いて情報

を共有する学習を行った。 

Ⅳ．中学校 

２年生 

・国語 

「魅力的な提案をしよう」 

タブレット PC 40

台 無線ＬＡＮ 

C１ 発表や 

話し合い 

１人に１台のタブレット PC（BYOD）を用い

て情報発信の学習を行った。 

Ⅴ．中学校 

３年生 

・特別活動 

「友達から見た自分の良さを知

り、自分の良さを再確認しよう」 

タブレット PC 

 20 台 

 

C２ 協働で

の意見整理 

３人に１台のタブレット PC を用いて情報

を発信させる授業を行った。 

図７ 情報活用能力を発揮させる授業づくりの手立て 
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図８ 他のグループの発表

練習を撮影 

いった直観的な操作を可能とし、できる限り情報手段の操作に関する児童生徒の負担を少なくして、ICT

活用が各教科等の学習活動に支障のないようにすることをねらいとした。なお、検証授業後は、それぞ

れの学習活動が、各教科等の学習活動の目標に対してどのような成果が見られたのか、児童生徒の学習

活動の様子や、学習の振り返りの記述から検証を行うこととする。 

そして、児童生徒の情報活用能力については、チェックリストを検証授業後にも実施して検証授業前

との変容を見るとともに、児童生徒の記述内容から分析を行うこととする。 

その際、情報活用能力は、「世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，情報及び情報技

術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要

な資質・能力」であることから、ICT を適切かつ効果的に活用した学習活動を行ったことで児童生徒に

育成されたであろう情報活

用能力を、児童生徒の振り

返りの記述から、本研究の

分析の視点 A・B・C（表５）

で読み取ることとした。 

 

（２）検証授業  

【Ⅰ．小学校 ２年生】 生活科 単元名：「えがおのひみつたんけんたい」（町探検） 

本時の目標: 動画を見た気付きや友達のアドバイスをもとに、発表の工夫を考えることができる。

①情報活用能力を発揮させる授業づくりの手立て 

ア．児童生徒の情報活用能力を実態把握 

事前にチェックリストを使ったところ、対象となる児童たちには、表６に示した質問番号に課題が

見られた。なお、表中の番号はそれぞれ、チェックリストの質問番号を示している。 

質問番号４の結果を受けて教師は､データの保存やコピーなどの情報機器の操作で児童に混乱が生じ

ないように、授業では操作技

術を得意としている児童にタ

ブレット PC の管理を任せる

ようにした。 

イ．各教科等の「知識及び技能」を習得 

本単元では、児童は 10 月の町探検に出かける前に、前期（7月）に行った町探検の経験を活かして

事前に知りたいことを考えるとともに、国語科の授業（単元名：「ともこさんはどこかな」「大すきな

もの、教えたい」）で話し方聞き方を学習してから町でのインタビューに臨んだ。また、町探検後の報

告発表会の前には、国語科の授業（単元名：「こんなもの、見つけたよ」）で、「はじめ」「中」「おわり」

といった文章の構成を学習するなど、特に国語科の授業との連携を図りながら、生活科の学習活動で

情報活用能力を十分に発揮させるための「知識及び技能」を確実に習得するようにした。 

ウ．「考えを表現し伝え合う」学習場面で ICT を活用 

町探検を通して気付いたことや考えたことを地域の人に伝えるために、

わかりやすい伝え方を考え、繰り返し練習を行った。この練習場面では、

１グループに２台のタブレット PC を使用して、自分たちの発表練習を別

のグループに撮影してもらった（図８）。 

また、自分たちの発表練習を見てもらった後には、別のグループからア

表５ 本研究の分析の視点（児童生徒の記述から読み取る情報活用能力） 

他の事象と結び付けながら考えを深めていると読み取れる記述内容を「A」とする  

問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていると読み取れる記述内容を「B」とする 

ICT 活用の知識及び技能面にのみとどまっていると読み取れる記述内容を「C」とする  

表６ チェックリストから見た実態 
4「コンピュータでファイルをひらいたり、ほぞんしたりすることができる。」                   

「はい」と回答（10 人／32 人、31.3％） 
15「学習ではコンピュータや大きなテレビなどもつかうようにしている。」                 

「はい」と回答（14 人／32 人、43.8％） 
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A

32.5%

B

52.5%

C

15.0%

図 10 学習活動後の振り返り記述 

C１：「デニーズ（別のチーム）って、どうやって始めていたっけ？」 

T ：「映像があるから貸してもらって見てみたら？」 

C１：「じゃあ、ちょっと（私たちのと）比べてみようよ」 

＊映像を見比べて、自分たちの課題が見えて来た頃から話し合いが焦点化された 

C２：「（はじめの部分を）みんなで言った方がいいんじゃない？」 

グループ内の話し合いが焦点化された。 
図９ ２つの映像を見比べる姿 

表７ ２つの映像を見比べて、話し合いが焦点化していく場面での発言 

ドバイスをもらうだけでなく、撮影してもらった映像を自分たちで見返しながら、自分たちの発表

をより良くするための話し合いを行った。 

エ．ICT 活用の効果も含めた振り返り 

学習活動のまとめでは、「パソコンでとったビデオを見て、はっぴょうの手なおしをしました。

よかったことやわかったこと、かんそうを教えてください。」との問いに対して、児童たち自身が、

ICT 活用の効果を実感する振り返りを記述した。 

 ②検証授業の結果 

「考えを表現し伝え合う」学習場面での ICT 活用として、自分たちの発表練習を別のグループに 

撮影してもらい、その映像をもとにより良い発表となるように話し合わせたことで、児童たちが、

他のグループの発表練習の映像と自分たちの発表練習の映像とを見比べながら、話し合いの焦点を

絞って（表７）発表をより良くしていこうとする姿が見られた（図９）。 

学習活動後の児童の振り返りの記述を見ると、自分たちの発表練習の映像を見て発表の欠点に気

付き、修正ができたとした記述が多く見られた。また、欠点に気が付いて発表を修正するだけでな

く、「お客さん目線で考えることの大切さにも気が付いた」

といった記述があったほか、「ビデオで録画をして見たら声

が小さくなっていました。そこを直せました。動きも小さか

ったので、直せました。その後も何回もビデオを見直して色

んなところを直しました。分かったことは、自分たちを見れ

ば、ダメなところが分かりました。直せたので良かったです。

文化祭まで大変でした。何回もビデオの見直しをして頑張りま

した。」(図 10)と、「ビデオを何度も見直すこと」の重要性を

感じたとする記述もあり、情報活用能力に関わる記述内容が多

く見られた。 

そこで、これらの児童の振り返りを、本研究の分析の視点で

読み取ったところ、「パソコンで撮ったビデオで気づいたこと

は、みんな声が小さくて聞こえなかったこと。読む速さに気を

付けてやってみたこと。」といったように、問題発見から自分たちなりに考えを形成していると読

み取れる内容が 40 人中 21 人(B、52.5%)であった（図 11）。また、「お客さんがいるところに、実

際ビデオを撮ってお客さんからどう見えるか考える。」や「はじめ、中、おわり、を作ったらとて

もいい発表になった。」といったように、情報の受け手を意識した視点で物事を捉えたり、国語で

学習した内容と結び付けて考えたりしている記述は 40 人中 13 人（A、32.5%）であった。なお、C

と判定した６人の記述は、「最初はパソコンをカメラモードにして、カメラを誰かが押してはじめ

て、終わったら誰かがとめる、としたらできる。」といったように、自分の考えを述べるのではな

く、操作方法の記述などの内容のものである。 

 ③チェックリストの変容 

図 11 本研究の分析の視点での読み取り結果 

n=40 
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「えがおのひみつたんけんたい」（町探検）の発表報告会後にチェックリストを再び実施したとこ

ろ、検証授業前に課題として挙げた項目は、次の表８のように変容が見られた。 

質問番号４「コンピ

ュータでファイルをひ 

らいたりほぞんしたり

することができる」は、

学習前の31.3％から50.0％へと18.7％も増加し、質問番号15「学習ではコンピュータや大きなテレビ

などもつかうようにしている」は、学習前の43.8％から78.1％へと34.3％も増加するなど事前のチェ

ックリストで課題としていた項目が改善さていたことが分かった。 

【Ⅱ．小学校 ４年生】 算数科 単元名：「角」 

 本時の目標: 角の大きさについての感覚をもち、身のまわりから角を見いだすことができる。 

①情報活用能力を発揮させる授業づくりの手立て 

ア．児童生徒の情報活用能力を実態把握 

対象となる児童たちのチェックリストの結果は、質問番号19

の「相手に伝わるように理由や例などを挙げて話すことがで

きる。」が、表９のように「あてはまる（40.7％）」「少し

あてはまる（40.7％）」が多く占め、理由や例を挙げて話す

ことを得意とする傾向を示していた。 

そこで、授業では児童のこの得意分野を生かすように、身

のまわりにある角度について具体例を挙げながら、相手にその角度の意味について自分なりの考えを

説明する場面を設けることとした。 

イ．各教科等の「知識及び技能」を習得 

この単元では１～６時間目に、回転した量として

の角の大きさの意味や分度器の使い方などを学習

し、算数科の知識及び技能をしっかりと習得した上

で、７時間目に１人に１台のタブレット PC を活用

して身の回りの角度を調べる学習活動（図 12）を

行い、８時間目には、角の大きさについて豊かな感

覚を持たせることをねらいとして、計測してきた角

度の具体例をもとにグループで話し合う活動を行

うように計画した（表 10）。 

このように、この単元での学習目標に沿った学習活動を、単元全体を

見通して計画をし、角度計測の学習活動の前に、この単元の知識及び技

能を確実に身に付ける学習を行うことで、身のまわりの角度を計測する

途中で分度器の読み取り方を迷った時でも、子どもたち同士でその読み

取り方を教え合いながら正しい測定をすることができるようにした。 

ウ．「考えを表現し伝え合う」場面で ICT を活用 

角の大きさについての感覚を豊かにし、角の大きさの見当を付けるために、身のまわりの角度の

計測から気が付いたことや、その角度が持つ意味についてグループで話し合う場面を８時間目に設

けた。その際、７時間目にタブレット PC で撮影した計測場所の写真を示しながら、その場所の角

表８ 事前・事後のチェックリストの変容 
4「コンピュータでファイルをひらいたり、ほぞんしたりすることができる。」           

検証授業前「はい」（31.3％）→ 検証授業後（16 人／32 人中、50.0％）18.7％増         
15「学習ではコンピュータや大きなテレビなどもつかうようにしている。」                 

検証授業前「はい」（43.8％）→ 検証授業後（25 人／32 人中、78.1％）34.3％増 

表９ チェックリストから見た実態 

項目19「相手に伝わるように理由や例な

どを挙げて話すことができる。」 

あてはまる     （22名 40.7％） 

少しあてはまる   （22名 40.7％） 

あまりあてはまらない（9名 16.7％） 

あてはまらない    （1名 1.9％） 

対象：4年生2クラス分（55名） 

表 10 各時間の主な学習内容 
時 学習内容 

１ 

２ 

・回転した量としての角の大きさの意味、分度器の機 

 能と使い方，角の大きさの単位「度」を理解する。 

３ ・直角を単位にした角の大きさの表し方を理解する。 

・三角定規の角を調べ、角の大きさの加減計算につい 

 て理解する。 

４ ・180°より大きい角度の測定のしかたを考える。 

５ ・分度器を使って、35°の角を作図することができる。 

６ ・分度器を使って、三角形を作図することができる。 

７ 

８ 

・身のまわりの角度を調べる。 

・角の大きさについて豊かな感覚を持つ。 

９ ・学習内容を確認し、確実に身に付ける。 

図 12 タブレット PC で身の 

まわりの角度を撮影 
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C１：「（意味？）どう言えばいいの？」 

T ：「（調べてきた 30 度に）何か意味あるんじゃない？たまたま？」 

C１：「あっ、支える角度に・・・。んー・・・。」 

C２：「角度がもっと小さいと、ゴールを支えられないんじゃない？」 

C１：「そう、そんな感じ！」 
 

表 11 友達の説明を聞いて、説明を付け足している場面での発言 

に対する自分の考えを伝えるように指示をした（図 13）。 

エ．ICT 活用の効果も含めた振り返り 

学習活動の振り返りを、撮影した写真やタブレット PC に書き込んだ

文字情報と一緒にデータとして記録することで、学習としての継続性を

図るだけでなく、より効率よく自分の考えや学習活動を振り返ることが

できるようにした。 

②検証授業の結果 

身のまわりで計測した角度を、タブレット PC で撮影した写真を使いながら友達に伝えたことで、

実際の傾斜とともに具体的な角度を伝えることができた。さらに、７グループ中６グループで、説

明を聞いた友達が、その場所の角度の意味について説明を付け足す様子が見られた（表 11）。 

このように、ICT を効果的に活

用しながら、角の大きさについて

お互いの考えを具体的に伝え合

い、一人一人が角に対しての感覚

を豊かにしていった。 

③チェックリストの変容 

９時間の単元が終了した後で再びチェックリストを実施して情報活用能力の変容を見たところ、

結果は次の通りとなった（表 12）。 

表 12 単元終了後のチェックリストの結果 

 ４ あてはまる ３ 少しあてはまる ２ あまりあてはま 

らない 

１ あてはまらない 

4 コンピュータでファイルを開いた

り、適切なファイル名をつけて保存し

たりすることができる。 

30.9％ 

（10.5％↑） 
(前回 20.4％) 

38.2％ 

（10.4％↑） 
(前回 27.8％) 

20.0％ 

（11.5％↓） 
(前回 31.5％) 

10.9％ 

（9.5％↓） 
(前回 20.4％) 

19 相手に伝わるように理由や例など

を挙げて話すことができる。 
27.3％ 

（13.4％↓） 
(前回 40.7％) 

50.9％ 

（10.2％↑） 
(前回 40.7％) 

20.0％ 

（3.3％↑） 
(前回 16.7％) 

1.8％ 

（-） 
(前回 1.9％) 

23  調べてまとめたり、発表したりす

る学習では、コンピュータやタブレッ

トなども活用するようにしている。  

43.6％ 

（19.6％↑） 
(前回 24.0％) 

41.8％ 

（2.9％↑） 
(前回 38.9％) 

10.9％ 

（16.9％↓） 
(前回 27.8％) 

3.7％ 

（5.5％↓） 
(前回 9.2％) 

対象：4年生 2クラス分（55 名） 

質問番号 4に関しては「あてはまる（30.9％）」と「少しあてはまる（38.2％）」の合計が 69.1％

となった。また、質問番号 23 についても「あてはまる（43.6％）」と「少しあてはまる（41.8％）」

の合計が 85.4％に上るなど、全体的に上昇傾向であった。しかし、質問番号 19 に関しては、「少

しあてはまる」が 10.2％増加したものの、「あてはまる」が 13.4％減少する傾向となった。 

【Ⅲ．中学校 １年生】 数学科 単元名：「平面図形」 

本時の目標：いろいろな大きさの角の作図について、角の二等分線などの基本的な作図を振り返っ

て根拠として用いたり、既習の図形の性質を用いたりして、説明することができる。 

①情報活用能力を発揮させる授業づくりの手立て 

ア．児童生徒の情報活用能力を実態把握 

対象となる生徒たちのチェックリストの結果としては、質問番号 20 の「実物投影機等で、注目し

てほしいところを指で確認したり、マーキングしたりするなどの工夫をして発表をすることができ

る。」を「あてはまる」とした生徒が 36 人中２名であり、質問番号 21 の「複数の情報を比較して、

根拠をあげて自分なりの考えを提案するようにしている。」を「あてはまる」としている生徒が 36

図 13 撮影した写真を使っ 

て自分の考えを伝える 
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人中７名であった。そこで、この２項目に関わる学習場面に ICT 活用を計画し、より多くの生徒が

「あてはまる」と回答できるようにすることとした。 

イ．各教科等の「知識及び技能」を習得 

単元の各時間の学習内容は表 13 の通りである。検証授業は 16 時間目に、『中学校学習指導要領解

説数学編』に数学的活動の「ウ 数学的な表現を用いて筋道立てて説明し伝え合う活動」として例

示されている「30 ﾟや 75 ﾟなどの角を作図する方法を

見いだし，その方法で作図ができる理由を説明する活

動」31として計画し、15 時間目までに平面図形の基礎

や作図、図形の移動といった内容を確実に学習するこ

ととした。 

ウ．「考えを表現し伝え合う」場面でICTを活用 

４人に１台のタブレット PC を準備し、無線ネット

ワークを利用して教師用タブレット PC と生徒用タブ

レット PC９台を接続して、情報が共有できる環境を

整え、教師が撮影した写真を生徒用タブレット PC に

転送することができるようにした。 

教師は授業のねらいに合わせて生徒の作図を選び、

その作図を写真に撮って生徒用タブレット PC に画面

転送する。生徒たちは手元のタブレット PC に画像が転送されてくることで、目の前の画面で作図の

細かな線まで確認することができるようになり、さらには、転送されてきた画像の上に直接、自分

の考えを書き込むことができることから、新たに作図をしなくとも他の作図の上に効率よく線や文

字を書き加えながら説明することができるようになる。このような ICT 環境を整えて、数学的な表

現を用いて筋道立てて説明し伝え合う活動に、ICT を効果的に活用できるよう計画した。 

エ．ICT 活用の効果も含めた振り返り 

学習活動後に、学習内容の振り返りだけでなく、「タブレットを使っての説明で、よかったことや、

わかりやすかったことは何ですか。」という質問に対する記述も行った。これによって、生徒自身が

数学科の学習に情報の共有が有効であったかどうかを考えるとともに、ICT 活用を振り返りながら、

ICT 活用の効果をできるようにした。 

②検証授業の結果 

   60°と75°の作図をクラス全体で確認するために教師は、

タブレット PC を使って正しく作図された画像を、各班のタ

ブレット PC に転送した。生徒たちは送られてきた画像を使

いながら、60°と 75°の作図とその根拠となる計算式を友

達と画面を使って確認したり（図 14）、作図が苦手な生徒に

対して、画面上でコンパスを当てる点などを書き込みながら

一緒に説明したりするなど、タブレット PC を使って作図や考え方を共有することができた。その

結果、33 人中 29 人の生徒（87.9％）が、想定していた作図の個数より多い 10 個以上の作図と、

その式を記入することができていた。 

                             
31 文部科学省『中学校学習指導要領解説数学編』 平成 29 年７月 p.98 

表 13 各時間の主な学習内容 
時 学習内容 

1 

2 

 

3 

4 

・直線、線分、角の意味を理解する。 

・２直線の位置関係、点と直線の距離、平行な 2 直

線間の距離の表し方を知る。 

・円とおうぎ形について理解する。 

・円の接線について理解する。 

5 

 

6 

7 

8 

 

9 

・垂直二等分線の意味と作図の仕方を理解する。 

・角の二等分線の意味と作図の仕方を理解する。 

・垂線の作図の仕方を理解する。 

・垂直二等分線の作図を活用する。 

・角の二等分線の作図を活用する。 

・垂線の作図を活用する。 

・作図を活用して、条件をみたす地点を求める。 

10 

11 

12 

・平行移動、回転移動の意味と性質を理解する。 

・対象移動の意味と性質を理解する。 

・3 つの移動を組み合わせた移動について考える。 

13 

14 

15 

・円周角πの意味、円周と円の面積を理解する。 

・おうぎ形の中心角と弧の長さの関係を理解する。 

・おうぎ形の中心角と面積の関係を理解する。 

16 ・課題学習（平面図形の活用） 

図 14 書き込みながら一緒に考える 
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A

63.6%

B

36.4%

C

0.0%

学習活動後に振り返りの記述を本研究の分析の視点で読み取ったところ、「今まで困っていたと

き、言葉だと少し分からなかったりしたことがいっぱいあったが、このタブレット授業では、分か

らないとき、声じゃなくて実際にやってくれて見られるから分かりやすいと思った。」と、タブレ

ット PC を使ったことで視覚的に自分の問題点に気が付き、解決することができたと読み取れる内

容の記述が 33 人中 12 人（B 、36.4％）であった。 

また、「直接書き込むことができたので、班の中でやり方などを共有することができました。」と

いったように、タブレット PC を使って考えを共有することの効果に関する内容や、友達の考えと

結び付けて理解を深めていると読み取れる内容の記述が 33 人

中 21 人（A、63.6％）であった（図 15）。さらに、「タブレッ

トを使うことで自分の意見を全員に素早く伝えることができ

て良かった。」と、タブレット PC を活用したことで「学習の速

度が速まったと感じた」とする内容を記述した生徒も３名おり、

多くの生徒がタブレット PC の効果を肯定的に捉えていること

が明らかとなった。 

③チェックリストの変容 

 検証授業後に再びチェックリストを実施した結果、この検証授業で特に育成を図りたいとした質

問番号 20 と 21 の結果は、次の通りとなった（表 14）。 

表 14 単元終了後のチェックリストの結果 

 ４ あてはまる ３ 少しあてはまる ２ あまりあてはま 

らない 

１ あてはまらない 

20 実物投影機等で、注目してほしい

ところを指で確認したり、マーキング

したりするなどの工夫をして発表をす

ることができる。 

23.5％ 

（17.9％↑） 
(前回 5.6％) 

35.3％ 

（0.8％↓） 
(前回 36.1％) 

32.4％ 

（0.9％↓） 
(前回 33.3％) 

8.8％ 

（16.2％↓） 
(前回 25.0％) 

21  複数の情報を比較して、根拠をあ

げて自分なりの考えを提案するように

している。  

32.3％ 

（12.9％↑） 
(前回 19.4％) 

41.2％ 

（7.9％↑） 
(前回 33.3％) 

20.6％ 

（15.5％↓） 
(前回 36.1％) 

5.9％ 

（5.2％↓） 
(前回 11.1％) 

対象：１年生１クラス分（36 名） 

質問番号 20、21 ともに「あてはまる」の割合が増え、「あてはまらない」が減少したことから、

タブレット PC を使ったことによって情報活用能力の育成に効果的であると考える。 

【Ⅳ．中学校 ２年生】 国語科 単元名：「多様な視点から魅力的な提案をしよう」 

本時の目標：伝わる内容を目指し、他者の意見を参考にして自分の発表内容を吟味・推敲する。 

①情報活用能力を発揮させる授業づくりの手立て 

ア．児童生徒の情報活用能力を実態把握 

事前に行ったチェックリストの結果によると、どの項目に対しても 90％以上の生徒が「あてはま

る」と回答していた。この背景には、この学校が情報活用能力育成を含めたカリキュラム・マネジ

メント32を行っていることと、BYOD33の環境にあることが大きな要因であると考える。そこで教師は、

生徒の情報活用能力を積極的な ICT 活用によって発揮させることとした。 

イ．各教科等の「知識及び技能」を習得 

検証授業前には、「生物が記録する科学」とした題材で、どのように説明したら相手にわかりやす

く伝わるかを学習した。また、「多様な方法で情報を集めよう」とした題材では、入手した情報を整 

                             
32 久保田聡子ら「未来を LEAD する人材育成のためのカリキュラム・マネジメント― 資質・能力の自校化とその育成  

  を図る試み ―」第 45 回全日本教育工学協議会全国大会 島根大会 論文集 令和元年 

33 BYOD＝Bring Your Own Deviceの略。１人１台、個人保有の情報端末を持ち込み、日常的にそれを活用すること。 

図15 本研究の分析の視点での読み取り結果 

 

n=33 
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理し、その情報から考えたことを踏まえて紙面を構成 

しながら工夫したところを見つけて評価し合った。本単

元では、他者の意見を参考にして多様な視点から自らの

発表内容を吟味・推敲して、魅力的な提案を行うために、

事前に習得した情報の扱い方に関する知識及び技能を

生かすことができるように学習計画を立てた（表 15）。

ウ．「考えを表現し伝え合う」場面で ICT を活用 

この単元では、考えを表現し伝え合う場面として、7

時間目にタブレット PC を活用して互いの考えを発表し

合い、他者の意見を参考にしながら自分の発表内容を吟

味・推敲する時間を設けた。 

また、１人に１台のタブレット PC があるという環境を生かし、生徒一人一人にプレゼンテーシ

ョンソフトウェアを利用して自分の考えを表現する資料を作成させるとともに、互いにタブレット

PC を使って提案し合うようにした。また、お互いにアドバイスをし合う場面では、スライドの色

や文字の大きさといった情報技術に関する面ではなく、提案内容や説明順序といった提案資料の中

身にかかわる面からアドバイスを行うように指導をした。 

エ．ICT 活用の効果も含めた振り返り 

学習活動後の振り返りでは、「相手の知りたいことを想定し、多様な方法で材料を集めることが

できたか」「伝えたいことが明確になるように、集めた材料を整理できたか」といった内容面に関

する質問の他に、「プレゼンテーションソフトを使用して、わかりやすい資料を作るように心掛け

たか」といった ICT 活用に関わる質問に対しても記述をし、多様な視点から魅力的な提案を行うの

に ICT が効果的であったかについても振り返った。 

②検証授業の結果 

タブレット PC を活用して自分の提案を行った後に、そ 

の場で他者からアドバイスをもらう場面を設けたが、その

際、自分が作成した資料を使って直接、他者から「ここが

わかりにくかった」などといった具体的なアドバイスをも

らうことができたため、他者からの意見に真剣に耳を傾け

る姿があった（図 16）。そして、アドバイスを受けた生徒

は、授業の振り返りで自らが工夫するようになった点として、「パワーポイントによる資料を作る

ときに、いかに相手にとって見やすいものにするかを考えて、背景を少し暗くしたり、グラフ、図

形をうまく使ったりした。」と、情報を受け取る相手のことを意識しながら分かりやすい資料作り

を行うことの必要性に触れるなど、情報の受け手の目線で、情報がどのように捉えられるかといっ

たことに新たに着目した記述をするようになった。 

【Ⅴ．中学校】 ３年生 特別活動「友達から見た自分の良さを知り、自分の良さを再確認しよう」 

本時の目標：自分で見る自分の良さと友達から見た自分の良さを比べ、自分の良さを再確認する。 

      友達から肯定されることより今の自分の良さに気付き、自分に自信を持つ。 

①情報活用能力を発揮させる授業づくりの手立て 

ア．児童生徒の情報活用能力を実態把握 

チェックリストを使って対象となる生徒の情報活用能力を構成する資質・能力を分析したところ、

表 15 各時間の主な学習内容 
時 学習内容 

1 

 

情報の集め方、説明の仕方について振り返りなが

ら、相手と目的に応じてどんな資料や情報を集め

るかを考える。 

2 

3 

プレゼンテーションに必要な材料を多様な方法

で集める。 

4 集めた材料を整理し、伝えるべきことを考える。 

5 
進行案をもとに、より分かりやすい発表を目指し

て提示資料を作成する。 

6 時間や話し方を意識して発表練習を行う。 

7 
より伝わる内容を目指し、他者の意見を参考にし

て自分の発表内容を吟味・推敲する。 

8 

9 

プレゼンテーションを行い、互いに評価し合う。 

 

図 16 その場でアドバイスを受ける姿 
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次の項目番号を「あてはまる」とする割合が低く、苦手とする傾向が示された（表 16）。 

表 16 チェックリストから見た実態 
7 表計算ソフトを使って、適切な表やグラフ（目盛りやグラフの種類など）を作ることができる。 「あてはまる」 4 名 （12.1％） 

20 実物投影機等で注目してほしいところを指で確認したり、マーキングしたりするなどの工夫をして発表をすることができる。 

                                                                                    「あてはまる」 5 名 （15.2％）   

22 伝えたいことが、受け手の状況に応じてきちんと伝わっているか、自分の発表の仕方をふり返るようにしている。 

                                                                                     「あてはまる」 5 名 （15.2％） 

25 情報を調べて分析し、まとめたり発表したりする学習では、必要に応じて自分からコンピュータやタブレットなども活用す 

るようにしている。                                 「あてはまる」 10 名 （30.3％） 

   この背景には、これまでタブレット PC を学習活動にあまり使用していなかったことが影響として

あったのではないかと考えられた。そのため、ICT 活用の学習場面を取り入れるためには、タブレッ

ト PC の操作が生徒の負担にならない程度の準備を、教師が授業前に細かく行う必要があった。 

イ．各教科等の「知識及び技能」を習得 

この学級活動では、一人一人のキャリア形成と自己実現に向けて、自分が今までの学校生活の中

で取り組んできたことを友達から価値付けてもらいながら自分の良さに改めて気づくとともに、今

後の自信につなげていくことをねらいとした。この学級は、これまでも日々の諸活動や体育祭や修

学旅行、さらには合唱コンクールを通して、お互いが言いたいことを言い合える関係性を、様々な

活動を通して築き上げてきた。しかし、集団としてのより良い関係性がある一方で、個人に目を向

けてみると、自分に自信が持てず、自分の良さを言えない生徒も多くいたため、集団としての関係

性の良さを生かして個人の自己理解を深める活動を行うこととした。 

ウ．「考えを表現し伝え合う」場面で ICT を活用 

この検証授業では、友達から見た自分の良さを知り、自分の

良さを再確認するために、３人班でお互いの良さを伝え合う場

面に ICT を活用することとした。 

その際、友達の良いところを表計算ソフトウェアの円グラフ

機能を用いて、視覚的に伝えることとした。また、タブレット

PC を活用することで、画面上に注目してほしい点やキーワード

を書き込むことによって（図 17）、直感的に自分の考えを相手に伝えることができるようにした。  

また、検証授業前のチェックリストにおいて、情報技術の操作が得意でないとする結果が示さ

れていたことから、教師は事前に友達の良さを伝えるための項目を入れた円グラフを作成して、

学習活動に支障を及ぼさない ICT 活用となるように準備をすることとした。この事前準備をする

ことで、生徒は数字を入力するだけで円グラフが示されるデータを活用することができるように

なり、学習活動に専念しやすくなるのではないかと考えた。 

エ．ICT 活用の効果も含めた振り返り 

 活動の振り返りとして、「友達の意見を聞く前と聞いた後を比べて、どう変化したと思いまし

たか。その理由も記入しよう。」という問いを設けて自由記述をさせるとともに、「円グラフで示

してもらったことは、どれくらい参考になりましたか。」というアンケートを行い、ICT に不慣れ

な生徒たちが、ICT 活用の効果を実感できるようにした。 

②検証授業の結果 

 授業後の振り返りの記述を本研究の分析の視点で読み取ったところ、33 人中、Aと読み取れる

記述が４人（12.1％）、Bと読み取れる記述が 23 人（69.7％）であった。このことから、考えを

表現し伝え合う場面に操作が比較的簡単なタブレット PC を用いたことで、多くの生徒が相手の良

さを視覚的に分かりやすく伝え、本時の目標に迫る学習活動を充実させることができたと考える。 

図 17 画面に書き込みながら伝える 
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T ：「（お互いの良さを伝え合わせた後で）１分間で自分の良さを相手に伝えてください。」 

S１：「物事をよく考えて言うことができるって言われたので、物事をよく考えることができることが、自分の 

良さだと思います。（中略）あと、周りの人とかに気配りをよくしているって言われたので、これから 

も意識していこうと思います。」 

図 19 友達から自分の良さを伝えられて変化した項目（数字は割合。色付 

きは、割合を変化させた項目。太枠は新たに追加入力した項目。） 

表 17 1 分間で自分の良さを相手に伝える場面での発言 

 また、授業の終わりには、「１分間で自分の良さを相手に伝えてください」との発問に対して、

表 17 のように、友達から言われた内容を取り入れながら自分の良さを伝える発言も多くあった。 

 

 

 

なお、この発言をした生徒は、その後も自分自身の良いところについて、この特別活動での経

験をもとに「友達には、気配りができる所だと教えてもらいました」と記述していた（図 18）。 

次に、検証授業後で使用した

円グラフのデータを見ると、33

人中 26 人（78.8％）の生徒が、

友達から自分の良さを伝えられ

た後に、良さを示す項目を肯定

的に変化させ（図 19）、その 26

人の内 24 人（92.3％）が、自分

では気が付かなかった項目を、

新たに自分の良さとして追加し

ていた（図 19 中の太枠が新たに

追加入力した項目）。 

これらのことから、タブレッ

ト PC を活用して視覚的にお互

いの良さを伝えたことが、それ

ぞれの自己理解に強く影響した

ことが伺える結果となった。 

③チェックリストの変容 

検証授業後にチェックリスト

を実施して生徒の変容を見たところ、顕著な変容を見せたのが表 18 の３つの項目であった。質問

番号 20 と 22 については、いずれも「あてはまる」の割合が 30.0％の向上を示しており、授業で

の活動がこの変容に結びついたものと捉えた。また、質問番号 25 の変容については、ICT を実際

に活用したことによって次も活用したいと前向きに考える傾向が示されたものと捉え、ICT を使

用することで自信を深めていく姿につながったのではないかと考える。 

表 18 単元終了後のチェックリストの結果 

 ４ あてはまる ３ 少しあてはまる ２ あまりあてはま 

らない 

１ あてはまらない 

20 実物投影機等で、注目してほしい

ところを指で確認したり、マーキング

したりするなどの工夫をして発表をす

ることができる。 

45.2％ 

（30.0％↑） 
(前回 15.2％) 

29.0％ 

（1.3％↓） 
(前回 30.3％) 

19.3％ 

（17.1％↓） 
(前回 36.4％) 

6.5％ 

（11.7％↓） 
(前回 18.2％) 

22 伝えたいことが、受け手の状況に

応じてきちんと伝わっているか、自分

の発表の仕方をふり返るようにしてい

る。  

45.2％ 

（30.0％↑） 
(前回 15.2％) 

35.5％ 

（5.2％↑） 
(前回 30.3％) 

16.1％ 

（26.3％↓） 
(前回 42.4％) 

3.2％ 

（8.9％↓） 
(前回 12.1％) 

25 情報を調べて分析し、まとめたり

発表したりする学習では、必要に応じ

て自分からコンピュータやタブレット

なども活用するようにしている。 

45.2％ 

（14.9％↑） 
(前回 30.3％) 

29.0％ 

（1.3％↓） 
(前回 30.3％) 

16.1％ 

（14.2％↓） 
(前回 30.3％) 

9.7％ 

（0.6％↑） 
(前回 9.1％) 

対象：３年生１クラス分（33 名） 

図 18 「自分自身の良いところはどのようなところだと考えていますか」の記述 
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Ⅲ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

（１）本研究の授業づくりの手立てが、情報活用能力を発揮させる授業づくりに有効となる 

本研究の結果、情報活用能力を発揮させる授業づくりの手立て（ア～エ）は、次の表 19 に示し

た効果があることが明らかとなった。 

特に、表 19 のウの手立てにおいて、協働学習の「発表や話し合い」や「協働での意見整理」の

学習場面を「考えを表現し伝え合う」学習場面と捉え、ICT を「考えを表現し伝え合う」ために活

用したことは、「発表や話し合い」の学習場面として検証授業を行った小学校４年生（算数科）で

表 11（友達の説明を聞いて、説明を付け足している場面での発言）として先に示したように、タブ

レット PC で撮影された写真を通して複数の児童が互いに考えを述べ合いながら学習課題の解決へ

と近づいて行ったり、「協働での意見整理」の学習場面として検証授業を行った小学校２年生（生

活科）で表７（２つの映像を見比べて、話し合いが焦点化していく場面での発言）として示したよ

うに、児童生徒が協働学習の場面で同じ映像や画像を見ることで意見が焦点化していったりと、各

教科等の学習活動の目標に迫る上で有効であった。 

また、チェックリストの「学習ではコンピュータなどを活用するようにしている」とした質問に

対して、各検証授業において肯定的な回答の通過率34に向上が見られた（表 20）ことから、児童生

徒が ICT 活用後にチェックリスト等を活用して ICT の効果も含めた振り返りをし、その効果をより

実感することは、情報活用能力を構成する資質・能力の「学びに向かう力・人間性等」を高める上

で有効であったことが明らかになった点も、本研究の特徴的な成果と考える。 

表 20 検証授業前後のチェックリストの変容（肯定的な回答の通過率） 

 Ⅰ 小学校２年生 Ⅱ 小学校４年生 Ⅲ 中学校１年 Ⅳ 中学校２年 Ⅴ 中学校３年 

15 学習ではコンピュータや大きなテ

レビなどもつかうようにしている。           

 

78.1％ 

（34.3％↑） 

(前回 43.8％) 

    

23 調べてまとめたり、発表したりす

る学習では、コンピュータやタブレッ

トなども活用するようにしている。 

 85.5％ 

（22.5％↑） 

(前回 63.0％) 

   

25 情報を調べて分析し、まとめたり

発表したりする学習では、必要に応じ

て自分からコンピュータやタブレット

なども活用するようにしている。 

  
79.4％ 

（7.2％↑） 

(前回 72.2％) 

98.2％ 

（3.5％↑） 

(前回 94.7％) 

74.2％ 

（13.6％↑） 

(前回 60.6％) 

 

（２）児童生徒の情報活用能力を発揮させる授業が、今後の児童生徒の学びの質をさらに高めていく 

検証授業を行った３校の中学校の内、BYOD として日常的にタブレット PC を 1 人１台の環境で使

用している中学校を除いた２校で、授業で使用したワークシートに「タブレット PC は学習活動の参

考になりましたか」と質問を設けて生徒にアンケートを実施した。この結果を見ると、タブレット

                             
34
 小学校２年生は２段階、それ以外は４段階の質問のため、小学校２年生は「はい」と回答した人の通過率を算出し、

それ以外は「あてはまる」「少しあてはまる」と回答した人の通過率を算出した。 

表 19 情報活用能力を発揮させる授業づくりの手立ての効果 

ア、「児童生徒の情報活用能力を実態把握」することで、教師は具体的な ICT 活用の計画が立てられる。 

イ、「各教科等の『知識及び技能』を着実に習得」することで、ICT が既習事項を基にした活用となる。 

ウ、「『考えを表現し伝え合う』場面で ICT 活用」することで、ICT が協働学習に効果的に活用される。 

エ、「ICT 活用の効果も含めた振り返り」をすることで、ICT の効果が児童生徒自身により実感される。 
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PC を学習の参考になったとした肯定的な回答（４と３の回答）が大多数を占めていた（表 21）。 

このことは、日常的に 1 人１台のタブレ

ット PC を使った授業が行える学習環境に

はない学校においても、今後「GIAG スクー

ル構想の実現」35に向けて ICT 環境が整備

されて行くことで、児童生徒の学習活動が

大きく変わっていく可能性を示唆している。 

また、中学校１年生（数学科）の検証授業後に生徒にインタビューを行ったところ、ある生徒は、

「（タブレット PC が無いと）いちいち書いたり消したりしなきゃいけないけど、タブレットだと、

全て消す（ボタン）とかで全部消して、その図にもう１回書くことができたりするので、便利だと

思います。」と、ICT の活用によって学習活動の効率が向上したことを感想として述べていた。 

一方で、検証授業前後のチェックリストの変容から情報活用能力を構成する資質・能力の「思考

力・判断力・表現力等」について表 19 と同様にして通過率を見てみると、概ね向上が見られるもの

の、小学校 4年生においては 3.3％のマイナス傾向が示された（表 22）。このことは、ICT を活用し

て自らの考えを表現し伝え合う学習活動を行ったことで、他者との対話の中で自らの考えを表現し

て伝えることの難しさに児童自身が気付いたために、児童が自己評価であるチェックリストの回答

をマイナス傾向としたものであると捉え、数時間の学習活動だけでは、「思考力・判断力・表現力等」

に関する内容の向上を見ることが難しいと考えた。 

表 22 検証授業前後のチェックリストの変容（肯定的な回答の通過率） 

 Ⅰ 小学校２年生 Ⅱ 小学校４年生 Ⅲ 中学校 1年 Ⅳ 中学校２年 Ⅴ 中学校３年 

８ 人のはなしをよくきいてしつもん

やかんそうをいうことができる。           

 

84.4％ 

（6.3％↑） 

(前回 78.1％) 

    

19 相手に伝わるように理由や例など

を挙げて話すことができる。 

 78.2％ 

（3.3％↓） 

(前回 81.5％) 

   

19 グループで話し合うときに、周り

の意見も聞きながら質問をし、自分の

意見を述べることができる。 

  88.2％ 

（21.5％↑） 

(前回 66.7％) 

94.7％ 

（－） 

(前回 94.7％) 

83.9％ 

（14.2％↑） 

(前回 69.7％) 

これらのことから、児童生徒の情報活用能力を発揮させる授業は、各教科等の学習活動を効率良

くするだけでなく、学びの質をも向上させていく可能性を持っていると考える。 

 

２ 今後の課題 
本研究は、各教科等の学習活動と情報活用能力との関わりを明らかにした上で、情報活用能力を発

揮させる授業づくりの手立てに沿って検証授業を行い、考えを表現し伝え合う学習場面におけるICT

活用が、児童生徒の情報活用能力の発揮に有効であることを示した。しかし、発揮された情報活用能

力が、各教科等の学習活動においてどのように目標の達成とつながっていったのか、各教科等の学習

活動の評価の視点からの検証には課題が残った。 

さらに、本研究では協働学習の学習場面において、児童生徒の情報活用能力を発揮させる授業づく

りに取り組んだが、新学習指導要領解説総則編にあるように、情報活用能力は「各教科等の特質に応

じて適切な学習場面で育成を図ることが重要」とされており、発揮させるだけでなく確実に育成を図

                             
35 文部科学省は令和元年 12 月に「GIGA スクール構想の実現パッケージ」で、児童生徒への１人１台の学習者用端末

PC の整備として、令和２年度中に小学校５・６年生と中学校１年生への１人１台端末の整備をはじめ、令和５年度

までに小中学校の児童生徒全てに１人１台の端末環境を構築する目標等を示した。 

表 21「タブレット PC は学習活動の参考になりましたか」回答 

 Ⅲ 中学校 1 年 

（33 名） 

Ⅴ 中学校３年 

（26 名） 

４ とても参考になった 22 人（66.7％） 14 人（58.3％） 

３ まあまあ参考になった ９人（27.3％） 7 人（29.2％） 

２ あまり参考にならなかった ０人（0.0％） １人（4.2％） 

１ 参考にならなかった ０人（0.0％） ２人（8.3％） 

  その他 ２人（6.1％） ０人（0.0％） 
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る取組も欠かせない。そのため、各学校においては、各教科等の学習活動において児童生徒の情報活

用能力を発揮させる授業づくりを行うとともに、情報活用能力を構成する資質・能力の「知識・技能」

の確実な育成を図ることを視野に入れたカリキュラム・マネジメントを充実させ、情報活用能力の育

成と発揮を図20のように繰り返し行っていく必要がある。本研究では、

情報活用能力を発揮させる授業づくりに取り組み、検証を行ったが、そ

の土台となる情報活用能力を確実に育成していくためのカリキュラム作

成には課題が残った。 

そして、今後、ICT環境の整備が進み、１人１台端末環境が学校の「ス

タンダード」36となっていく中、各教科等の学習活動を通して、未来を生

き抜くための情報活用能力を児童生徒が真に身に付け、日常生活や将来

の社会においても情報活用能力を働かせていけるようにしていくことが

課題であると考える。 

最後になりましたが、研究を進めるにあたり、ご支援、ご助言をくださいました講師の先生、また、

校長先生をはじめ教職員の皆様に心より感謝し、厚く御礼申し上げます。 
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